
荒川区自衛隊協力会に対する防衛講話
し
て
、
東
京
地
方
協
力
本
部
長
楠
見
陸
将
補
に

会
員
の
防
衛
意
識
の
高
揚
及
び
自
衛
隊
に
関
す

地
図
や
イ
メ
ー
ジ
図
を
用
い
て
分
か
り
易
く
解

た
。最

後
に
、
現
在
厳
し
い
自
衛
官
募
集
の
現
状

こ
の
防
衛
講
話
は
当
協
力
会
長
で
あ
り
、
荒

く
安
全
保
障
環
境
、
依
然
と
し
て
弾
道
ミ
サ
イ

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
か
ら

施
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

募
集
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

講
し
た
参
加
者
は
と
て
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

聴
講
者
か
ら
は
、「
予
断
を
許
さ
な
い
国
際

台
東
出
張
所
は
、
今
後
も
様
々
な
行
事
や
広

が
保
有
・
開
発
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
紹
介
を

い
て
は
、
各
制
御
シ
ス
テ
ム
の
概
要
や
強
化
す

の
依
頼
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

は
じ
め
、
実
際
に
こ
の
一
、
二
年
の
間
に
実
施

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
長
が
実
施
し
て
き

い
た
。

部
長
楠
見
陸
将
補
に
よ
る
防
衛
講
話
を
実
施
し

今
年
度
は
、
楠
見
本
部
長
が
「
国
際
情
勢
と

民
等
に
対
し
て
自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
得

も
ら
え
る
よ
う
積
極
的
に
募
集
広
報
活
動
を
実

ル
等
の
脅
威
が
残
る
北
朝
鮮
情
勢
、
我
が
国
の

る
取
組
及
び
日
米
間
の
協
力
に
向
け
た
取
組
な

し
て
講
話
は
終
了
し
た
。

き
た
。」
と
感
想
が
聞
か
れ
た
。

中
で
も
北
朝
鮮
情
勢
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島

説
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル

東
京
地
本
城
東
地
区
隊
台
東
出
張
所
（
所
長

区
自
衛
隊
協
力
会
総
会
に
参
加
し
た
会
員
に
対

護衛艦「はたかぜ」による艦艇広報を実施
実
施
し
た
。

号
が
披
露
さ
れ
、
乗
艦
者
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊
の
広
報
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
南
極
の
氷
の
展
示
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
・

東
京
地
本
は
、
今
後
も
自
衛
隊
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
魅
力
あ
る
広
報
活
動
を
実
施
し
て

に
喫
食
し
、
目
だ
け
で
な
く
胃
袋
も
満
た
し
満
面
の
笑
み
で
艦
を
後
に
し
た
。

人
が
訪
れ
た
。

等
、
来
場
者
の
人
気
を
集
め
て
い
た
。

一
緒
に
記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。

装
備
品
展
示
で
は
、
第
１
普
通
科
連
隊
の
支
援
を
受
け
、
指
揮
通
信
車
、
軽
装
甲
機
動
車
、
偵

室
・
居
室
等
、
一
般
公
開
で
は
開
放
し
て
い
な
い
区
画
を
丁
寧
に
説
明
を
受
け
つ
つ
見
学
す
る
と

を
撮
影
す
る
等
、
通
常
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
は
異
な
る
貴
重
な
体
験
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

た
ほ
か
、
５
イ
ン
チ
単
装
速
射
砲
の
操
法
展
示
、
乗
員
に
よ
る
「
ら
っ
ぱ
」
の
吹
奏
及
び
手
旗
信

び
広
報
ブ
ー
ス
設
置
を
実
施
し
た
。

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
添
え
た
。

活
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。
最
後
は
、「
は
た
か
ぜ
」
特
製
の
護
衛
艦
カ
レ
ー
を
乗
組
員
と
一
緒

察
用
オ
ー
ト
バ
イ
、
高
機
動
車
を
展
示
し
た
。
特
に
、
高
機
動
車
は
乗
車
し
て
写
真
撮
影
を
す
る

制
服
等
の
試
着
、
自
衛
隊
装
備
品
の
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
を
実
施
し
た
。

特
に
、
試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
海
上
自
衛
隊
の
制
服
を
着
て
「
は
た
か
ぜ
」
の
前
で
ト
ウ
チ
君
と

と
も
に
、
乗
組
員
と
の
懇
談
に
よ
り
、
艦
艇
の
仕
事
内
容
や
生
活
等
を
確
認
し
、
護
衛
艦
で
の
生

い
く
と
し
て
い
る
。

３
０
６
人
が
乗
艦
し
、
乗
艦
者
に
は
「
は
た
か
ぜ
」
の
甲
板
を
公
開
し

艦
艇
の
一
般
公
開
に
は
、
両
日
と
も
長
蛇
の
列
が
で
き
、
延
べ
１
０
，

30
年
５
月
25
日
か
ら

東
京
地
本
は
、
平
成

27
日
ま
で
の
間
、
護
衛
艦
「
は
た
か
ぜ
」（
艦
長　

川
岸
裕
嗣
１
等
海
佐
）
に
よ
る
艦
艇
広
報
を

初
日
の
25
日
は
、
横
須
賀
か
ら
晴
海
埠
頭
へ
の
回
航
を
活
用
し
て
３
４
１
名
が
東
京
湾
を
体
験
航
海
し
た
。
参
加
者
は
甲
板
に
出
て
装
備
品

回
東
京
み
な
と
祭
」
に
参
加
し
、
艦
艇
の
一
般
公
開
、
装
備
品
展
示
及

日
・

26

27
日
は
、
東
京
港
晴
海
埠
頭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
第
70

東
京
み
な
と
祭
は
、
東
京
港
が
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
両
日
合
わ
せ
て
約
８
０
，０
０
０

特
別
公
開
に
は
募
集
対
象
者
等
93
名
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は
、
艦
橋
・
機
関
室
・
食
堂
・
浴

21
日
、
荒
川

紺
野
稔　

一
等
陸
尉
）
は
、
５
月

よ
る
防
衛
講
員
に
対
し
て
、
東
京
地
方
協
力
本

た
。

川
区
募
集
相
談
員
で
も
あ
る
片
岡
正
光
氏
か
ら

る
知
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
、
歴
代
の

自
衛
隊
の
活
動
」
と
題
し
て
我
が
国
を
取
り
巻

弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
概
要
、
そ
し
て
最
後
に

に
お
け
る
２
国
間
の
軍
事
力
の
比
較
や
北
朝
鮮

さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
の
概
要
を

防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
整
備
構
想
・
運
用
構
想
に
つ

ど
を
イ
メ
ー
ジ
図
や
写
真
に
よ
り
紹
介
し
、
聴

を
訴
え
、
自
衛
官
募
集
に
対
す
る
協
力
依
頼
を

情
勢
の
状
況
や
国
防
の
重
要
性
を
更
に
理
解
で

報
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
区

一
人
で
も
多
く
の
若
者
が
自
衛
隊
を
志
願
し
て

さ
ら
に
、
１
日
艦
長
と
し
て
、
26
日
は
女
優
の
緑
川
静
香
さ
ん
、
27
日
は
女
優
の
永
吉
明
日
香


